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周
囲
の
環
境
が
変
化
す
る
と
、
そ
れ
ま

で
と
違
っ
た
や
り
方
で
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
変
化
に
適
応
し
よ

う
と
し
て
、
私
た
ち
の
心
や
体
に
ス
ト
レ

ス
反
応
と
呼
ば
れ
る
緊
張
状
態
が
起
き
ま

す
。

　

こ
れ
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
る
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
な
障
害
か
ら
身
を
守
っ
た
り
、
課

題
に
挑
戦
し
た
り
す
る
と
き
に
必
要
な
自

然
な
反
応
で
す
。
だ
れ
も
が
ス
ト
レ
ス
の

中
で
、
対
人
関
係
を
保
ち
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
強
く
受

け
る
か
ど
う
か
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

「
自
分
だ
け
が
…
」
と
い
う
発
想
を
し
が

ち
な
人
ほ
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
、

精
神
的
に
ど
ん
ど
ん
落
ち
込
ん
で
い
っ
て

し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

心
身
症
と
い
う
病
気
が
あ
る
よ
う
に
、

以
前
か
ら
、
あ
る
種
の
病
気
の
発
症
や
進

行
に
心
理
的
な
要
因
（
ス
ト
レ
ス
）
が
影

響
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康
障

害
が
医
学
的
に
も
注
目
を
集
め
、
重
視
さ

れ
始
め
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
と
病
気
の
関

係
も
実
証
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
風
邪
な
ど
の
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
、
心
臓
病
な

ど
の
病
気
に
か
か
り
や
す
い
性
格
や
行
動

が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
う
つ
病
は
心
の
病
気
の
代
表
的

な
も
の
で
、
多
く
の
人
が
か
か
る
可
能
性

を
も
つ
精
神
疾
患
で
す
。
自
殺
の
う
ち
、

か
な
り
の
数
は
う
つ
病
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●性・年齢階級別ストレスの内容�
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ストレスを�
マスターしよう�
　一番大切なのは、ス
トレスに対する個人の
対応能力を高めるこ
と。生活習慣改善のた
めの自己管理目標の一
つとして取り組んでみ
ましょう。�

▲健康的な、睡眠、運動、▲健康的な、睡眠、運動、�
　食習慣によって心身の健　食習慣によって心身の健�
　康を維持する　康を維持する�

▲自分自身のストレスの状▲自分自身のストレスの状�
　態を正確に理解する　態を正確に理解する�

▲リラックスできるように▲リラックスできるように�
　する　する�

▲スポーツや旅行などで▲スポーツや旅行などで�
　気分転換を図る　気分転換を図る�

　

現
在
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
で
、
ス

ト
レ
ス
ゼ
ロ
の
生
活
を
し
て
い
る
人
は
皆
無
に
等
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
自
分
だ

け
で
は
な
い
」
と
少
し
物
事
の
見
方
を
変
え
て
見
れ
ば
、
精
神
的
に
楽
に
な
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
は
、
心
の
健
康
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

心
の
健
康
は
、
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
大
切
な
条
件
で
す
。

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い�

！！�

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と

ス
ト
レ
ス
が
病
気
の
原
因
に
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わ
が
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

尽
く
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

敬
老
会
を
、
行
政
区
長
や
民
生
委
員
、
婦

人
会
な
ど
各
種
団
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
お
年
寄

り
は
、
昭
和
３
年
９
月　

日
ま
で
生
ま
れ

１６

た
２
、
５
８
３
人
（
７
月　

日
現
在
）
の

１９

み
な
さ
ん
で
す
。

　

今
年
も
石
川
町
長
寿
番
付
表
を
作
成
し

ま
し
た
。
町
内
の　

歳
以
上
の
高
齢
者
は

９０

１
２
２
人
（
７
月　

日
現
在
）
で
昨
年
よ

２５

り
２
名
減
っ
て
い
ま
す
。

　

東
の
横
綱
は
１
０
２
歳
を
迎
え
ら
れ
た

小
豆
畑
ツ
エ
さ
ん
（
猫
啼
）、
西
の
横
綱
に

は
１
０
１
歳
を
迎
え
ら
れ
た
添
田
ハ
ル
さ

ん
（
湯
郷
渡
）、
と
も
に
女
性
で
す
が
男
性

の
最
高
年
齢
者
は
、
西
の
関
脇
、
小
木
吉

蔵
さ
ん
（
板
橋
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、こ
れ

か
ら
も
お
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
各
地
区
で
敬
老
会
・　

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
を
招
待

７２

●　

月
か
ら
保
険
料
の
半
額
を
納
付

１０

　

高
齢
者
の
介
護
を
国
民
み
ん
な
で
支
え

る
た
め
、「
介
護
保
険
」
が
今
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
で
は
、　

歳
以
上
の
国
民
す

４０

べ
て
が
被
保
険
者
と
な
り
保
険
料
を
負
担

し
ま
す
。　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保

６５

険
者
）
は
、
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
保
険
料
を
段
階
的
に
負
担

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
９
月
ま
で

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、　

月
か
ら
は
保
険
料
を

１０

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
し
て
い
た
だ
く
保
険
料
の
額
は
、

平
成　

年
９
月
ま
で
は
本
来
の
半
額
、
そ

１３

れ
以
降
は
本
来
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
は
原
則
年
金
か
ら
天
引
き

　

保
険
料
は
、
老
齢
・
退
職
年
金
が
月
額

１
万
５
千
円
以
上
の
方
は
、
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
納
め
ら
れ
ま
す
。
年
金
額
が

月
額
１
万
５
円
未
満
の
方
は
、
口
座
振
替

に
よ
っ
て
納
め
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
額
は
、
自
治
体
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
応
じ
て
無
理
の
な

い
負
担
と
な
る
よ
う
、
５
段
階
の
保
険
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険

　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
納
付
が

６５
　

月
か
ら
始
ま
り
ま
す

１０
（ 

） 
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平
成　

年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
完
全
学
校
週
５
日
制
が
ス

１４

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ゆ
と
り
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」

を
育
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
、
学
習
指
導
要
領
が
改

訂
さ
れ
ま
し
た
。

●
教
育
内
容
の
厳
選

　

共
通
に
学
ぶ
内
容
を
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
に
厳
選
。
こ
の
た
め
、
教

育
内
容
は
現
行
に
比
べ
て
３
割
程
度
削

減
さ
れ
ま
す
。
じ
っ
く
り
学
習
し
、
基

ごみの減らし方について考える②

　
１６

新
し
い
学
習

指
導
要
領

礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

〈
例
〉
算
数
・
数
学

小
学
校
：
文
字
式
↓
中
学
校
へ
移
行

中
学
校
：
二
次
方
程
式
の
解
の
公
式
↓

高
等
学
校
へ
移
行
な
ど

●
選
択
学
習
の
幅
の
拡
大

　

生
徒
の
能
力
・
適
性
・
興
味
・
関
心

な
ど
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
生

徒
が
自
分
で
選
択
し
て
学
習
で
き
る
幅

を
拡
大
し
ま
す
。高
校
で
は
、必
修
科
目

を
、
複
数
の
科
目
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

●
授
業
時
数
の
縮
減

　

完
全
学
校
週
５
日
制
の
下
で
教
育
を

行
う
た
め
、
授
業
時
数
を
週
当
た
り
２

単
位
時
間
縮
減
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て
学

習
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
新
設

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
各
学
校

が
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
教
科
の
枠
を
越
え
た
学
習
な
ど
が
で

き
る
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
は
、
小
学

校
３
年
生
以
上
に
設
け
ら
れ
ま
す
。
従

来
の
教
科
の
よ
う
に
教
科
書
も
あ
り
ま

せ
ん
。
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福

祉
・
健
康
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
が

行
わ
れ
ま
す
。

学
校
が

変
わ
り
ま
す

　必要だから買ったものでも、使い終えるとごみになります。そこで、なるべくご
みにならないよう、大事に長く使うよう心がけましょう。

大事に使う－使うときのポイント－工夫

※次号は使用時のごみ減らしのポイント②
「食品以外」です。
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Ｑ１　移転先の新首都はどのようなイメージですか。　

　　　Ａ　　国会等移転調査会報告において、新首都は都市

のあり方として「日本の進路を象徴する都市」、「新

しい政治・行政都市」、「本格的な国際政治都市」

を目指すとされています。

　　　　　　また、都市の形態としては、国会と中央省庁が

集中的に立地している「中心都市」－「国

会都市」を有する小都市群とし、「国会都市」を中心に、人口３～１０

万人程度の小都市が自然環境の豊かな数万 haの圏域に配置されてい

る姿としています。

Ｑ２　新首都の基本理念をどのように考えていますか。　　　　　　　　　　　

　　　Ａ　　福島県は自然と都市・人との間に「共生」という新しい関係を構築してい

くことが最も大切であると考えています。そのため、新首都の基本理念を

「森にしずむ都市」とし、都市の形態や運営のあり方、新しいライフスタイ

ルについて、本県の有する自然的・社会的特性を最大限に尊重・活用した、２１

世紀を代表する都市を提案しています。
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明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
、
町
の
教
育
関
係
者
は
小
学
校
を
苦
労
し
て
開
校
し
て

も
就
学
さ
せ
な
い
親
が
た
く
さ
ん
い
て
頭
を
痛
め
ま
し
た
。
当
時
の
実
情
と
そ
の
就

学
対
策
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
学
校
に
就
学
で
き
な
い
子
供
た
ち
・
明
治
期

　

富
国
強
兵
を
め
ざ
す
わ
が
国
は
明
治

の
中
ご
ろ
か
ら
就
学
率
向
上
に
特
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
施
策
と
し
て
町
村
長

と
学
務
委
員
（
今
の
教
育
委
員
）
が
就

学
を
督
促
し
郡
長
へ
報
告
・
幻
灯
を
使

っ
て
啓
蒙
・
就
学
援
助
の
児
童
保
護
会

の
設
置
・
病
弱
者
の
就
学
免
除
・
教
科

書
等
の
学
校
備
付
け
・
支
校
・
分
校
の

開
校
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
小
の
場
合
明
治　

年
新
屋
敷
蓮

１０

花
寺
に
支
校
、
明
治　

年
赤
羽
分
教
室
、

２０

明
治　

年
子
守
科
を
開
校
し
、
外
槙
分

３０

校
を
新
築
す
る
と
就
学
率
は
前
年
の
男

　

％
か
ら　

％
に
女
は　

％
か
ら　

％

８１

９５

５５

７７

に
全
体
で　

％
か
ら　

％
に
急
激
に
伸

６８

８６

び
ま
し
た
。（
石
川
郡　

％
）
明
治　

年

６２

３３

授
業
料
が
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
、
明

治　

年
県
で
は
就
学
率　

％
出
席
率　

３４

９９

８７

％
の
学
校
に
は
一
等
就
学
旗
、
同　

％
９８

と　

％
の
学
校
に
は
二
等
就
学
旗
を
授

９５
与
し
ま
し
た
。
明
治　

年
山
形
小
は
二

３７

等
就
学
旗
を
受
け
ま
し
た
。
先
人
の
努

力
に
よ
っ
て
明
治
の
末
町
内
の
学
校
は

よ
う
や
く
就
学
率
が
念
願
の
１
０
０
％

に
な
り
ま
し
た
。（
別
巻
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石

川
町
の
歴
史
Ｐ
１
６
２
参
照
）

　

就
学
率
（
学
齢
児
に
対
す
る
就
学
者

の
割
合
）
は
全
国
的
に
男
子
に
比
べ
て

女
子
が
低
く
、
中
田
小
の
場
合
８
年
の

就
学
者
は
男　

名
女
０
、
明
治　

年
の

３２

１１

就
学
率
は
全
体
で
約　

％
で
し
た
。（
明

５０

治　

年
全
国
の
就
学
率
は
全
体
で　

１１

４１

％
・
県
は　

％
）

４４

　

就
学
率
が
低
い
主
な
理
由
は
重
税

（
金
納
）に
伴
う
親
の
生
活
困
窮
、
教
育

に
対
す
る
無
理
解
、
教
育
費
の
自
己
負

担
等
に
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
授

業
料
が
払
え
な
い
・
教
科
書
・
学
用
品
・

着
物
や
雨
具
が
買
え
な
い
・
家
の
手
伝

い
や
子
守
り
に
必
要
・
病
弱
・
学
校
ま

で
遠
く
悪
路
・
学
校
は
生
活
に
役
立
た

な
い
・
男
尊
女
卑
の
道
徳
観
な
ど
に 
因 よ

り
ま
し
た
。

　

明
治　

年
中
谷
村
の
授
業
料
は
月
一

２２

学
年
一
人
一
銭
の
割
合
で
し
た
。（
明
治

低
い
就
学
率
と
そ
の
理
由

就
学
率
を
高
め
る
努
力

　

年
ま
で
小
学
校
は
４
年
制
）
２
人
目

３３は
半
額
、
３
人
目
は
免
除
で
し
た
が
払

え
な
い
親
も
い
ま
し
た
。（
当
時
米
一

升
は
約
６
銭
）

●
義
務
教
育
就
学
率
の
推
移
〈
全
国
・
福
島
県
〉

第47回�

首都機能�
移転についての�

基本的な考え方�
�

首都機能�
移転についての�

基本的な考え方�
�●�1

県（男）

県（女）

男（全国）

女（全国）

文部省資料と県教育史１巻より作成
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

７
月　

日
、
町
消
防
団
（
永
瀬
謙
助

２６

団
長
）
の
平
成　

年
度
永
年
勤
続
退
職

１２

団
員
家
族
謝
恩
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

謝
恩
会
に
は
勤
続
５
年
以
上
の
団
員

　

人
と
家
族
が
出
席
し
、
瀬
谷
京
子
助

４６役
か
ら
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
、
永
瀬
団

長
か
ら
も
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
退
職
団
員
を
代
表
し
て

佐
々
木
安
雄
さ
ん
（
高
田
）
が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
永
年
勤
続
退
職
団
員
は

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

７
月　

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

１６

　

回
県
消
防
協
会
石
川
支
部
大
会
が
開

４５か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
永
瀬
謙
助
大
会
会
長

ら
が
あ
い
さ
つ
。
石
川
町
消
防
団
ポ
ン

プ
車
操
法
チ
ー
ム
指
揮
者
の
三
瓶
善
孝

選
手
（
下
泉
）
が
選
手
宣
誓
を
し
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン

プ
競
技
に
石
川
管
内
か
ら
５
チ
ー
ム
づ

つ
が
出
場
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
キ
ビ

キ
ビ
と
し
た
動
作
で
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

健
闘
お
よ
ば
ず
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
と
も
に
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

連
日
、
早
朝
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
こ

ら
れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

花名＝ハス花名＝ハス
（鳥内の下池）（鳥内の下池）

ポ
ン
プ
操
法
、石
川
町
消
防
団
が
健
闘退

職
消
防
団
員
の
永
年
の
労
に
感
謝

本　
　

団
▼
馬
上
晃

石
川
分
団
▼
佐
々
木
安
雄
、
丸
山
康
宏
、
矢
内
洋

幸
、
宮
本
篤
彦
、
矢
内
伸
治
、
前
田
由
明
、
諸

岡
亨
、
山
田
耕
見
、
小
池
一
郎

中
谷
分
団
▼
永
沼
重
和
、
阿
部
光
佳
、
相
楽
練
、

我
妻
忠
雄
、遠
藤
宏
行
、水
野
和
雄
、南
條
一
、戸

賀
正
博
、
塩
田
博
幸

山
橋
分
団
▼
小
豆
畑
則
雄
、
橋
本
義
美
、
酒
井
光

之
、
大
戸
一
美
、
須
藤
隆
幸
、
緑
川
隆
雄
、
芳

賀
修
一
、
十
文
字
栄
、
矢
内
忠
次

沢
田
分
団
▼
近
藤
勇
雄
、
山
口
千
秋
、
小
豆
畑
泰

弘
、
角
田
義
光
、
藤
澤
貴
浩
、
佐
川
正
美
、
廣

澤
信
男
、
高
木
俊
行
、
吉
田
雅
彦
、
宮
本
宏
之

母
畑
分
団
▼
小
林
裕
明
、
福
田
昌
彦
、
大
串
春
夫
、

永
沼
太
郎

野
木
沢
分
団
▼
大
越
久
志
、
佐
藤
勝
巳
、
相
楽
博
、

太
田
明
広
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７
月　

日
、
石
川
警
察
署
隣
り
の
ひ

２２

ろ
ば
で
、
い
し
か
わ
物
産
市
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
オ
ー
プ
ン
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
瀬
谷
京
子
助
役
、

大
平
善
道
町
商
工
会
長
、
大
野
峯
町
農

業
改
良
推
進
員
会
長
、
矢
内
安
治
Ｊ
Ａ

あ
ぶ
く
ま
石
川
常
務
理
事
、
高
原
喜
国

い
わ
せ
石
川
農
業
共
済
組
合
副
組
合
長

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
産
品
が
並
び
、
農

家
が
持
ち
寄
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
市
価
よ
り
も
安
く
販
売

さ
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
地
酒
、
自
家
製
油
、
カ
ブ

ト
ム
シ
な
ど
珍
し
い
商
品
も
あ
り
、
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、　

月
ま
で
の
毎
月
第
２
、

１１

第
４
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
定
期
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
、
沢
田
中
プ
ー
ル
完
成
オ

ー
プ
ン
式
が
、
同
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
同
校
の
全
生
徒
を
は
じ
め
、

関
係
者
、
来
賓
合
わ
せ
て
約
１
３
０
人

が
出
席
。
施
行
業
者
か
ら
西
牧
立
博
町

長
、
吾
妻
幹
廣
教
育
長
、
佐
々
木
千
秋

校
長
へ
と
プ
ー
ル
の
カ
ギ
が
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

西
牧
町
長
、
吾
妻
教
育
長
が
あ
い
さ

つ
。そ
の
後
、学
校
側
を
代
表
し
て
佐
々

木
校
長
、
生
徒
会
長
の
坂
本
雄
一
君
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
西
牧
町

長
、
角
田
美
公
議
会
議
長
、
佐
々
木
校

長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、
念
願
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
学
法
石
川
高
校
水
泳
部
４
人

に
よ
る
模
範
演
技
が
披
露
さ
れ
た
の
に

続
き
、
同
校
生
徒
が
待
望
の
初
泳
ぎ
を

し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
、
石
川
夏
ま
つ
り
の
縁
日
と

花
火
大
会
が
８
月
５
日
・
６
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

強
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
た
夏
ま
つ
り

の
初
日
で
す
が
、
夕
方
に
は
雨
も
や
み
、

新
町
か
ら
荒
町
ま
で
の
大
通
り
で
縁
日

が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
露
店
が
立
ち
並

び
、
輪
投
げ
、
Ｓ
Ｌ
乗
り
場
、
ジ
ャ
ン

ボ
滑
り
台
が
人
気
を
呼
び
、
誰
も
が
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
花
火
大
会
で
は
、
雨
上
が
り
の

さ
わ
や
か
な
夏
空
の
な
か
、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
に
は
、
浴
衣
姿
の
子
供
た

ち
や
女
性
な
ど
大
勢
の
人
だ
か
り
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

花
火
が
「
ド
ン
」
と
打
ち
上
げ
ら
れ

る
と
、
美
し
い
夜
空
の
演
出
に
酔
い
し

れ
、
歓
声
が
騰
が
っ
て
い
ま
し
た
。

初
の
�
物
産
市
�
に
多
く
の
人
出

縁
日
・
花
火
大
会
賑
わ
う�
石
川
夏
ま
つ
り
� 沢

田
中
プ
ー
ル
完
成
を
祝
う
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
日
本
電
設
�
石
川
建
設
事
務

所
に
勤
務
し
、
電
話
工
事
を
し
て
い
ま

す
。

★ 
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

音
楽
で
す
。
自
分
の
音
楽
の
視
野
を

広
げ
る
と
同
時
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
い

う
楽
器
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
た
い
で

す
。

★ 
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

挙
弾
一
如
を
モ
ッ
ト
ー
に
一
生
音
楽

（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

★ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

間
島
大
樹
さ
ん（　

歳
）●
松
木
下

２１

　

税
金
の
無
駄
遣
い
を
無
く
し
て
ほ
し

い
で
す
。
議
員
の
研
修
等
が
聞
か
れ
ま

す
が
、
研
修
の
成
果
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

ま
た
、
土
、
日
に
役
場
の
窓

口
を
開
け
て
ほ
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、

若
い
人
が
メ
イ
ン
に
な
れ
る
町
づ
く

り
！

★ 
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

音
楽
が
好
き
な
人
。

次
回
は
間
島
さ
ん
の
紹
介
で

諸
岡　

徳
子
さ
ん
で
す
。

中野字町屋�

鈴木正保さん�

静
岡
県

静
岡
県�

静
岡
県�

静岡県南伊豆町�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
人
口
３
万
人
程

度
の
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
で
す
。

伊
豆
半
島
の
端
、
黒
船
ペ
ル
ー
が
来
航

し
た
港
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
町
で
す
。
海
ま
で　

分
ほ
ど
あ
る
山

２０

間
地
域
で
す
が
、
漁
業
、
農
業
、
林
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
伊
豆
な

ら
で
は
の
景
観
を
活
か
し
た
観
光
を
メ

イ
ン
に
休
日
は
ゴ
ル
フ
、
海
水
浴
で
賑

わ
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ち
ご
が
名
産
品

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い

を
通
る
道
路
が
狭
く
、
交
通
の
便
が
悪

い
の
が
難
点
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
、
東
京
か
ら
大
井
製
作
所

４３

の
樹
立
拡
大
の
た
め
家
族
で
移
住
し
ま

し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

東
北
な
の
だ
か
ら
、
広
大
な
平
野
が

あ
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
情

味
が
あ
り
、
人
柄
が
い
い
住
み
良
い
町

で
す
。　

年
前
を
思
い
出
す
と
、
当
時

３１

は
か
や
ぶ
き
屋
根
も
あ
り
ま
し
た
が
、

１
１
８
号
線
、
開
パ
事
業
な
ど
地
域
が

整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

石
川
郡
の
核
の
町
と
し
て
他
町
村
を

リ
ー
ド
し
、
こ
れ
か
ら
の
町
を
ど
う
創

り
上
げ
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
若
者
が

落
ち
着
け
る
環
境
づ
く
り
。
ま
た
商
工

業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、
技
術
に
行
政
の
支

援
が
一
体
と
な
っ
た
商
業
圏
づ
く
り
で

す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し

た
い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ppppppppppppppppppppp
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆ 
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
９
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆ 
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

盛
雄
さ
ん

　

盛
雄
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年　
２３

１１

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

　

戦
後
は
困
窮
時
代
の
青
春
時
代
で
し

た
が
、
葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
、
こ
ん
に
ゃ

く
、
畜
産
（
馬
）
な
ど
に
よ
っ
て
生
計

を
立
て
ま
し
た
。
冬
期
間
は
草
屋
根
屋

見
習
い
（
弟
子
）
と
し
て
出
稼
ぎ
に
出

て
現
金
収
入
を
得
ま
し
た
。

セ
ン
さ
ん

　

セ
ン
さ
ん　

夫
や
家
族
に
助
け
ら
れ

幸
せ
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
健

康
を
崩
し
て
か
ら
も
、
家
族
、
親
戚
、

近
所
の
み
な
さ
ん
の
支
え
が
あ
り
、
今

日
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆ 
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

第
一
に
健
康
で
あ
る
こ
と
を
幸
せ
に
、

年
２
回
の
温
泉
旅
行
や
家
庭
菜
園
な
ど

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

◆ 
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

　

わ
が
家
の
庭
先
に
咲
く
数
本
の
桜
が

好
き
で
す
。
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に

声
を
か
け
、
花
見
を
す
る
こ
と
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

独
身
者
が
多
い
の
で
、
更
な
る
花
嫁

対
策
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

矢内盛雄さん（70歳）�
センさん（74歳）�

住所：南山形字羽入田  

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

秋山　 慎一 　ちゃん
しんいち

屋敷入　　　　　　　　
範行さん・さおりさんの長男
平成９年１２月１５日生まれ

「元気で活発に育ってね！」

堀江　大樹    　ちゃん
だいじゅ

中田字酉木沢　　　　　　
好靖さん・美登里さんの長男
平成１０年８月４日生まれ 

「名前のように大きく育っ

てください。」
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平成１２年１０月１日�
９月下旬から調査員がおうかがいいたします。

　２０００年国勢調査による１０月１日現在の福島県の人口は何人でしょう
か？　ふるってご応募ください。

●応募資格　福島県に住んでいる人
●応募方法　官製ハガキに右のハガキ（裏）のように記入してください。
　　　　　　１人１枚１回答に限ります。
　　　　　　（１人で複数回答した場合は失格とします。）
●応 募 先　〒９６０－８６７０　福島市杉妻町２－１６
　　　　　　　　　　　　　　　福島県統計調査課
●締 切 日　平成１２年１０月９日（月）当日消印有効
●選考方法　国が官報で公表する福島県の「人口総数」に基づき決定

し、各賞該当者が多数の場合は選考委員会において抽選
で決定します．

●入 賞 者　ズバリ賞　　１名…賞金　２０万円
　　　　　　１　　等　　１名…賞金　１０万円
　　　　　　２　　等　　２名…賞金　５万円
　　　　　　３　　等　　５名…賞金　３万円
　　　　　　４　　等　　５０名…記念品
●発　　表　平成１３年１月中に発表
●そ の 他　この応募に関する人口に関するお問い合わせは応じかね

ます。詳しくは役場窓口、各地区公民館にある応募要項
をご覧ください。

�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������

2000年国勢調査 �
うつくしま、ふくしま。�
2000年国勢調査 �
うつくしま、ふくしま。�

　　 調査票の配布　　　9月下旬�
�
�
調査票に 記入 してください�
�
�
　　　　 回収　　　　10月9日まで�
�
�
　　　集計・公表�
�
�
まちづくりなどの資料として活用 します�
�
�
調査票は溶かして再生紙に�
●お問い合わせ先　財政課情報管理係　Tel 26―9116

　９月下旬から、調査員が皆さんのお宅に調査票を
配りにおうかがいします。調査票がお手元に届いて
から、１０月１日現在の皆さんの状況を記入してくだ
さい。記入していただく項目は、男女の別、出生の
年月、職業状態、通勤、通学地、住居の種類など２２
項目です。記入していただいた内容は、統計を作成
するためにだけに使い、調査票は集計後に溶かしま
す。調査票に書かれたことが他にもれることは絶対
にありませんので、ご安心ください。
　１０月９日までに、再び調査員が調査票を受け取り
におうかがいします。

　調査の結果は、今年の１２月から公表します。まず、
人口や世帯数の速報値を、その後「高齢者世帯の状
況」や「労働力状態、産業別構成」などを順次集計・
公表していきます。
　例えばこれらの調査結果は、まちづくりを進める
貴重な資料として役立てていきます。現在、日本は
人口の高齢化が急速に進んでいます。お年寄りが暮
らしやすいまちをつくっていくためには、住宅や福
祉、医療の面でどういった対策が必要かを、調査結
果から探っていきます。このほかにも、議員定数を
決めたり、都市計画を策定したり、平均寿命を算出
したり。わがまちの２１世紀のために、国勢調査の結
果をいろいろな分野で活用していきます。

わがまちの21世紀のために10月1日、国勢調査を実施�
　 ５年に１度、日本に住んでいるすべての人を対象に行う大規模な統計調査�
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

クリスタルパーク石川�

町民グラウンド�

町民グラウンド�

クリスタルパーク石川�

クリスタルパーク石川�

町民グラウンド�

クリスタルパーク石川�

町民グラウンドほか�

町民グラウンド�

町民グラウンド前道路�

クリスタルパーク石川�

若鷲旗少年ソフトボール大会�

協会杯ゲートボール大会�

町長杯ソフトボールＡリーグ大会�

クリスタルカップサッカー大会�

第12回福島県中学生ハンドボール大会�

双里区スポーツ交歓会�

猫啼区スポーツ大会�

中体連支部新人大会�

JAあぶくま石川ゲートボール大会�

第2回石川町小学生駅伝競走大会�

高校新人ソフトボール県大会�

�

9/3�

9/5�

9/17�

9/23�

9/23～24�

9/24�

�
9/26�

9/29�

9/30

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

●
試　
　

験　

入
学
試
験
は
、
面
接
及

び
作
文
、
国
語
、
数
学
の
基
礎
学
力
調

査
で
行
わ
れ
、
指
定
日
に
当
学
院
に
て

行
わ
れ
ま
す
。

●
教
育
期
間　

１
年
間
（
平
成　

年
４

１３

月
〜
平
成　

年
３
月
）

１４

●
教
育
科
目

　

測
量
光
学
、
土
木
工
学
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
工
学
、
工
事
管
理

●
お
問
い
合
せ
先

　

福
島
県
建
設
技
術
学
院

　

�
０
２
４
３
―
２
３
―
０
５
３
０

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

募
集

相
談

●
募
集
期
間　

平
成　

年
９
月
１
日

１２

（
金
）
〜　

日
（
金
）

２９

●
募
集
資
格　

１
年
課
程

①　

歳
〜　

歳
ま
で
の
男
子

１８

２５

②
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
有
す
る
者

（
平
成　

年
度
見
込
み
も
含
む
）

１２

★
相
談
日　

９
月　

日
（
火
）

２６

★
場　

所　

役
場
宿
直
室

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
２
６
―
２
１
１
４

★
相
談
日　

９
月
７
日
（
木
）、　

日
１４

（
木
）、　

日
（
水
）

２７

★
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

平
成　

年
度
福
島
県
建
設

１３

技
術
学
院
一
般
入
学
生
募
集

交通安全子ども自転車県南大会で、強敵小
野新町小を破り優勝した石川小自転車部は、
県大会でも初優勝。県代表として８月８、９
日東京で行われた全国大会で４位入賞。

全国小学生陸上競技交流大会県選考会の女
子８０ｍ障害で、松山由佳選手（石川小６年・
本宮）は１３秒２８の好記録をマーク。８月２６、
２７日、国立競技場で行われた全国大会に出場。

７月１２日、京都府で行われた第３６回献血運
動推進全国大会において、㈱大井製作所石
川工場（佐藤泰徳工場長）に、津島雄二厚
生大臣から感謝状が贈られました。

７月２０日、今まで町国際農業事情調査研修
に参加した研修生でつくる参加者の会（泉
栄寿会長・梁瀬）は、母畑湖畔にある遊歩
道周辺の空き缶、ゴミ広いを行いました。
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●
老
後
生
活
費
は
ど
の
く
ら
い
？

　

１
９
９
７
年
の
総
務
庁
の
「
家
計
調

査
」、「
単
身
世
帯
収
支
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
月
額
の
消
費
支
出
は
、
高
齢
夫
婦

世
帯
で　

万
７
７
８
８
円
、　

歳
以
上

２５

６０

の
男
単
身
世
帯
で　

万
８
３
３
円
、
女

１５

単
身
世
帯
で　

万
７
１
４
６
円
と
な
っ

１４

て
い
ま
す
。

●
自
助
努
力
は
ど
の
程
度
必
要
か

　
　

年
度
の
厚
生
年
金
は
標
準
的
ケ
ー

９９
ス
で
月
約　

万
８
千
円
（
夫
婦
）、
国
民

２３

年
金
が
満
額
で
月
６
万
７
０
１
７
円
で

す
が
、
社
会
保
険
庁
「
事
業
年
報
」（　
９７

年
）
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
平
均
受
給
月

額
は
、
厚
生
年
金
で
は
男
性
で
約　

万
２０

円
、
女
性
は
約　

万
円
で
、
国
民
年
金

１１

の
平
均
月
額
は
４
万
７
千
円
で
す
。
実

際
の
生
活
費
か
ら
み
る
と
、
公
的
年
金

だ
け
で
単
身
の
勤
労
者
男
性
及
び
夫
婦

世
帯
は
ほ
ぼ
生
活
費
を
ま
か
な
え
ま
す

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

1～3歳のお子さんの自立に向けて�
　

い
ろ
い
ろ
覚
え
て
い
く
１
〜
３
歳
…

自
立
に
向
け
て
、
断
乳
、
食
、
排
泄
、

着
替
え
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
失
敗
や
体
験

を
通
し
な
が
ら
覚
え
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
食
べ
る
こ
と
で
は
、
７

ヶ
月
頃
に
は
食
器
に
手
を
伸
ば
し
た
り
、

引
き
寄
せ
た
り
、
９
ヶ
月
ご
ろ
は
器
の

中
に
手
を
入
れ
て
、
食
べ
物
を
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
に
し
た
り
、
わ
し
づ
か
み
で
口

に
入
れ
た
り
と
食
べ
物
の
固
さ
や
大
き

さ
を
認
識
し
、
自
分
で
食
べ
る
意
欲
を

育
て
て
い
き
ま
す
。　

ヶ
月
ご
ろ
に
は

１１

自
分
の
手
を
ス
プ
ー
ン
が
わ
り
に
口
に

入
れ
た
り
、
叩
い
た
り
と
道
具
を
手
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

排
泄
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
お
む
つ

を
は
ず
し
て
の
練
習
は
、
夏
の
時
期
を

選
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
赤
ち
ゃ

ん
が
は
じ
め
に
獲
得
す
る
感
情
は
、「
快
、

不
快
」
で
す
が
、
お
し
っ
こ
や
う
ん
ち

を
し
た
と
き
に
泣
い
て
知
ら
せ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
泣
き
声
に
応
え
て
新
し
い

お
む
つ
に
交
換
し
て
あ
げ
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
も
、
声
か
け
と
お
む
つ
を
交
換
し

て
も
ら
っ
て
い
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
泣
い
て
い
て
も
紙
お
む
つ
だ
か

ら
…
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
声
か
け
も
な

い
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

周
囲
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
興

味
を
持
っ
た
り
す
る
時
期
な
の
で
、
子

ど
も
の
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
、

う
ま
く
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　少し涼しい風が吹くようになりました。今年の夏少し涼しい風が吹くようになりました。今年の夏
は暑かったですね。疲れやだるさなど体調を崩して
いる方はいませんか。鉄分の多くとれるメニューで
食欲を回復してください。�
�
～　ひじきを利用した献立　～～　ひじきを利用した献立　～�

※たくさん作って２～３回に分けて、形を変えて出
してみては…�
�
●カボチャのひじき煮カボチャのひじき煮（カボチャの煮物にひじきを
　　　　　入れます。ゴマをかけて）�
●飛竜頭飛竜頭（豆腐、野菜、肉などとひじきを入れま　
　　　　　す。ゴマを入れて）�
●ひじき寿司ひじき寿司（ひじきの煮物をお寿司に…ゴマをか
　　　　　けて）�
●ひじき入りハンバーグひじき入りハンバーグ（ハンバーグにひじき　　
　　　　　を…ゴマをまぜて）�
●ゴマひじきゴマひじき（ひじきとゴマのみで三杯酢で和え　
　　　　　る）�
●ひじき入りケーキひじき入りケーキ（ひじきをカッターで細かくし
　　　　　たものを蒸しパンミックスに…ゴマをい
　　　　　れるので香りはよい…）�

が
、
単
身
女
性
、
自
営
業
者
な
ど
は
月

約　

万
円
不
足
し
ま
す
。
女
性
は
常
勤

１０
で
定
年
ま
で
働
く
人
が
少
な
い
こ
と
も

原
因
で
す
の
で
、
女
性
の
働
き
方
を
見

直
す
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

●
ど
う
準
備
す
る
か

　

不
足
部
分
は
、
貯
蓄
な
ど
で
補
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

会
社
員
の
場
合
は
財
形
貯
蓄
、
自
営

業
の
場
合
は
国
民
年
金
の
上
乗
せ
で
あ

る
国
民
年
金
基
金
や
小
規
模
企
業
共
済

な
ど
に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
財
形
貯
蓄
に
は
利
子
非
課
税

枠
が
あ
り
、
国
民
年
金
基
金
は
掛
金
が

所
得
控
除
に
な
る
な
ど
、
税
法
上
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
個
人
年
金
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
生
保
・
損
保
の
個
人
年
金
に
は
、

一
生
年
金
が
出
る
終
身
年
金
、
一
定
期

間
年
金
が
出
る
確
定
年
金
や
有
期
年
金

が
あ
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
資
金
は

ど
う
準
備
す
る

第２３回東北ジャンボモービルハムクラブ福島総会
でチャリティーオークションを行い、２０６，５６８円を
遠藤秀三実行委員長が西牧町長に交通安全基金へ
と贈りました。
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戸
籍
の
窓
口�

７
月
１
日
か
ら
７
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

氏　
　
　

名　

保　

護　

者　

住　

所

鈴
木　

砂
帆
（
成　

一
・
小
百
合
）
古　

舘

遠
藤　

史
弥
（
幸　

雄
・
勝　

江
）
新
屋
敷

我
妻　

広
雅
（
伸　

広
・
寿　

恵
）
当　

町

穴
戸　

玲
奈
（
清　

則
・
礼　

子
）
大　

室

生
田
目
江
梨
（
富　

雄
・
ユ　

キ
）
沢　

井

菅
野　

夏
生
（
浩　

和
・
由
紀
子
）
沢　

井

佐
川
奈
々
美
（
則　

夫
・　

恵　

）
赤　

羽

古
河　

舞
姫
（
直　

勝
・
美　

奈
）
形　

見

大
串　

智
也
（　

隆　

・
美
沙
子
）
北　

山

�
橋　

雅
弥
（
朝　

男
・
幸　

恵
）
鹿
ノ
坂

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
9
月
分
）
�

国
民
健
康
保
険
税
（
3
期
分
）

※
９
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

　８月６日、町民グラウン
ド周辺で、石川夏祭りの花
火大会が催されました。

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

　
　

川　

フ　

サ　
　
　
　
　

鹿
ノ
坂

曲　

山　

テ
ル
子　
　
　
　
　

形　

見

小　

針　

由　

久　
　
　
　
　

坂　

路

小
谷
田　

喜　

重　
　
　
　
　

沢　

井

佐　

藤　

マ　

ツ　
　
　
　
　

双　

里

小
板
橋　

金
五
郎　
　
　
　
　

屋
敷
入

近　

内　

正　

次　
　
　
　
　

双　

里

関　

口　

倉
之
助　
　
　
　
　

中　

野

本　

間　

久　

雄　
　
　
　
　

沢　

井

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

吉　

田　

紀　

夫　

大
字
新
屋
敷
鷹
ノ
巣

　

森　
　
　

真
由
美　
　
　
　

表
郷
村

　

小　

湊　

義　

彦　
　
　
　

山　

形

　

吉　

田　

貴　

子　
　
　
　

平
田
村

　

西　

牧　

厚　

雄　
　
　
　

新　

町

　

山　

内　

優　

子　
　
　
　

白
河
市

　

大　

串　
　

悟　
　
　
　
　

境
ノ
内

　

石　

井　

恵　

子　
　
　
　

棚
倉
町

　

塩　

田　

和　

憲　
　
　
　

中　

田

　

鈴　

木　

邦　

子　
　
　
　

郡
山
市

　

草　

野　

文　

明　
　
　
　

曲　

木

　

小　

野　
　

薫　
　
　
　
　

伊
達
町

　

渡　

邉　

昭　

久　
　
　
　

古　

舘

　

薄　

井　

亜
由
美　
　
　
　

古
殿
町

　

梅　

津　

辰　

也　
　
　
　

鹿
ノ
坂

　

笠　

井　

裕　

子　
新
潟
県
佐
渡
郡
羽
茂
町

　

保　

住　
　

宏　
　
　
　
　

石　

田

　

小　

林　

貴　

子　
　
　
　

白
河
市

　

渡　

邉　
　

太　
　
　
　
　

山　

形

　

小　

宅　

有　

子　
　
　
　

浅
川
町

〔〔 〔〔 〔

〔〔〔 〔

保だより�

現在使用されている国民健康保険被保険者証の有効期限は

平成１２年９月３０日までとなっています。
　１０月１日からは新しい被保険者証となります。
　現在の「被保険者証」を持参の上、必ず交換してください。
　被保険者証を紛失された方は、「印鑑」を持参してください。

☆上記日程に交換できない場合は、当該日程以後に役場国保係窓口で交換して
ください。

☆�学 被保険者証の交付を受けている方も交換してください。
☆�遠 被保険者証の交付を受けている方は返還してください。なお、引き続き被
保険者証が必要な方は、役場国保係窓口で手続きをしてください。

☆�学 �遠 被保険者証の交付を受けている方で、学生の方は、在学証明書を添付し
てください。（平成１２年４月１日以降提出した方はその必要はありません。）

国民健康保険被保険者証を
　　　　　　交換しましょう

●国民健康保険被保険者証の交換日程

時　　間場　　所対象地区月　　日

午前９時～午後４時石川町中央公民館石　 川９月２６日（火）

午前９時～正午沢田地区公民館沢　 田
９月２７日（水）

午後１時３０分～午後４時野木沢地区公民館野 木 沢

午前９時～正午母畑地区公民館母　 畑
９月２８日（木）

午後１時３０分～午後４時中谷地区公民館中　 谷

午前９時～正午山橋地区公民館山　 橋９月２９日（金）

〔
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町の人口�
住民基本台帳�
（8月1日現在）�

19,886人（　2）�

9,718人（ 　3）�

10,168人（ 　5）�

5,553戸（ 　1）�

（　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

うつくしま未来博�
2001年開催�

クサフジに似ているが葉は12
～14枚と少なく、葉のはばも
広い。茎は四角状になる。花
もぐんと大柄である。�

写真提供/関根政信さん� ツルフジバカマ（マメ科）�

　夏は子どもたちが種をまいて育てた
一人一鉢の「朝顔」が涼を演出。豊か
な自然に囲まれた館庭に47名の元気
な笑い声が響いています。�

162

　色とりどりのきれいな花火。直弥く
んとっても楽しかったようです。ホタ
ルも登場しています。�

　いただきま～す！大好きなスイカを

前においしい顔の椎南ちゃんです。　�

「おいしいスイカ」�

「楽しかった花火大会」�

（
6
歳
）
�

（
５
歳
）
�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
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８
月
か
ら
長
久
保
地
内
の
町
有
地
で

物
産
市
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
月
第
２
、

４
土
曜
日
に
開
催
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

会
場
に
は
、
野
菜
を
中
心
に
、
花
、
地

酒
な
ど
た
く
さ
ん
の
店
が
立
ち
並
び
ま

す
。
地
元
で
と
れ
る
格
安
の
新
鮮
な
野

菜
は
、
主
婦
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
も
の

で
す
。
人
々
は
、
何
か
催
し
が
あ
る
と

興
味
心
を
表
し
、
一
度
は
行
き
た
く
な

る
も
の
。
一
度
と
言
わ
ず
、
毎
回
足
を

運
び
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
物
産
市
が
理

想
。
開
催
し
て
行
く
な
か
に
、　

世
紀

２１

で
花
開
く
物
産
が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　　
　
　
　
　
　
（
迎　

茂
城
）
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